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事務事業 改善内容

H25以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

①
高齢者生涯学習事
業

来年度より、市の事業としては廃止、社会福祉協議会の事業として実施する。

④

③

②

H24実績
7月～ 10月～

本年度はこれまでどおり実施したが、来
年度より、市の事業としては廃止し、社
会福祉協議会の事業として実施するた
め、成果は縮小、事業費は削減とした。

3か月1クールとし、年に4クー
ル行う。
講座数は毎クール4～6講座を
開講する。

83.7 1,704 1,440
縮小

100.0 0

講座参加率

85.3

％

参加率100%を目指
し、受講生からのアン
ケートを元にした年間
計画を作成するた
め。

1,919 1,350

対象者の生きがい創
出及び健康の促進す
る。

24講座を開
講した。

事業費

評価手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

①
高齢者生涯学習事
業

市内に在住
している60
歳以上の人

成果指標の目標値
設定の根拠

H23予算 H23決算
H24決算の主な内訳

（単位：千円）
4月～

成果指標

削減

講師報償金1,440

E

H23実績
単
位

1月～ H24目標値 H25予算

772 0 運営主体の見直し

事業の廃止の検討

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

対象者の生きがい創出及び健康の促進する。
受益者負担額 976 815 784

評価の説明H24予算 H24決算 成果
対象

（だれ、何に
対して）

他事業と統合

国費・県費 0 0 0
一般財源 1,919 1,350 1,704 1,440 0 現行どおり実施

0 0 事業の改善

地方債 0 0 0 0 0

0

事業の目的・概要

（目的）
高齢者の誰もが楽しめる活動機会を提供し、生きがいの創出及び健康を促進するために、福祉の家において高
齢者生涯学習事業を実施している。
（概要）
講座は運動系及び教養系・創作系に分類されており、各講座を四半期毎に入れ替えして実施している（NOSSは
半期毎に入れ替えして実施）。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

近隣市町においても、高齢者を含めた生涯学習事業を実施している。

事業期間 事業開始年度 平成14年度 終了（予定）年度 平成24年度

総事業費

事業の対象
（だれ、何に対して）

市内に在住している60歳以上の人
1,919 1,350 1,704 1,440

総事業費
（単位：千円）

H23予算 H23決算 H24予算 H24決算

評価の見方

う
ち

長久手市行政評価票

事業の名称 担当部署
部 課

福祉部 長寿課

H25予算

高齢者生涯学習事業事業番号 40

４クール 


